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精度管理事業部の活動について

2018年12月1日に「医療法の一部改正」が施行されたことに伴い、
内部精度管理の実施、外部精度管理の受検が努力義務とされました。
それ以降、精度管理の重要性が広く認識され、愛知県臨床検査精度管
理調査への新規参加施設や、精度管理調査に関する問い合わせは増加
を認めております。そのなかで、院内では限られた検査項目を実施さ
れており、これまで外部精度管理調査に参加してこられなかったご施
設様よりお問い合わせをいただくこともあり、そのようなご施設様に
も参加していただきやすい精度管理調査の構築が必要だと感じている
ところでございます。
さて、今年度の愛知県臨床検査精度管理調査は149施設から参加申
込をいただきました。SARS-Cov-2核酸増幅検査は、昨年より引き続
き本年度も実施いたしましたが、昨年と同等数のご施設様にご参加い
ただきました。新型コロナウイルス感染症の位置づけは、令和5年5
月8日から、「新型インフルエンザ等感染症（いわゆる2類相当）」より「5
類感染症」となり、感染症の流行も終息していくかのように思われま
したが、未だ新型コロナウイルスの PCR検査は多くの施設で実施さ
れていることが感じられました。
これまでコロナ禍において、現地開催を見合わせておりました結果
検討会を昨年度より再開致しました。近年、Webを利用した取り組
みも広く普及し、より多くの方々にご参加いただける環境も整いまし
たが、現地にて対面でお話させていただくことで、より具体的な内容
について討議を行うことができ、現地開催することに対し一定の効果
が得られたと感じております。本年度も、11月19日に結果検討会を
予定しております。みなさまには、ぜひご参加いただき、互いにとっ
て有意義な場としたいと考えております。
精度管理事業は手引書、設問の作成から目標値設定、評価設定まで、
精度管理事業部員のみならず、多くの方々のご協力のもと成り立って
おります。各研究班班員のみなさま、賛助会員のみなさま、有識者の
みなさま、この場をお借りして深く感謝申し上げます。また、参加い
ただくご施設様におかれましても、よりよい精度管理事業を実施して
いくため、今後もご意見などいただけますと幸いに存じます。
最後に、本年度の活動としては結果検討会と総括集発行、精度管理
調査報告会の開催を残すのみとなりました。本年度の結果検討会、総
合報告会は、ウインクあいちでの現地開催を予定しております。精度
管理事業部一同、多数のご参加を心よりお待ち申し上げます。

精度管理事業部　部長　齊藤　翠



愛臨技学術部研究班では、会員の知識と検査技術の向上のため、研究会、基礎講座、講演会等を企画
開催し、愛知県民の健康向上に寄与することを目的とした事業を展開しています。この度、令和6・7
年度の学術部研究班班員を研究班毎に若干名募集いたします。積極的に活動して頂ける方々を求めてい
ますので奮ってご応募ください。また、班員数には定員がありますので場合によっては調整し、お断り
する場合もありますのでご容赦ください。班員就任後は研究班企画への参加が必要であり、愛臨技の行
事への積極的参加もお願いいたします。

記

１．募集研究班：	・微生物検査研究班	 ・血液検査研究班
	 ・生物化学分析検査研究班	 ・病理細胞検査研究班
	 ・生理検査研究班	 ・一般検査研究班
	 ・輸血検査研究班	 ・遺伝子・染色体検査研究班
	 ・生殖医学検査研究班

	 ※各研究班HPにて活動内容を紹介しています。

２．募集人数：各研究班　若干名
３．応募資格：5年以内の日臨技生涯教育履修制度の修了。（令和5年度修了見込みを含む）
４．申込方法：下記申込事項①～⑦について E-mail に記載しお申し込みください。
５．申込事項：	①公募研究班名
	 ②会員番号
	 ③氏名
	 ④施設名・所属
	 ⑤施設住所・電話
	 ⑥応募分野の業務経験年数・応募動機

⑦日臨技生涯教育研修履修報告の修了証明令和元～4年度何れか1枚を添付。
令和5年度修了見込み者は令和5年度の履修証明書を添付。

	 ※基礎教材（60点以上）+専門教材（140点以上）=合計200点以上
６．申込締切：令和6年2月19日㈪
７．申 込 先：（公社）愛知県臨床検査技師会事務所　aamt@aichi-amt.or.jp
８．問合せ先：学術部長　神野　洋彰
	 春日井市民病院　臨床検査技術室　電話：0568-57-0068

以上

公益社団法人愛知県臨床検査技師会 学術部門
学術部研究班 班員募集のお知らせ

公益社団法人愛知県臨床検査技師会

会　長　藤田　孝
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令和5年9月3日（日）、春日井市役所
において「2023健康救急フェスティバ
ル」が開催されました。この催しは春
日井市が健康づくり及び救急活動の啓
発を行うことを目的として開催してお
ります。今回は市政80周年の記念行
事として29もの団体が参加し、春日

井市の特産品である春日井サボテンやサボテンアイスのお店、キッチンカーの出店など大いに賑わっておりまし
た。9月とはいえ、まだまだ猛暑の続いた日ではありましたが多くの方にご参加いただきました。
愛臨技では「臨床検査技師さんのお仕事やってみよう！」として超音波検査、血液細胞の観察を企画し、228名
の方に参加頂きました。超音波検査体験ではフルーツゼリーに加え、今回新たに寒天ミッキーを準備しました。
初めて手にするプローブを恐る恐る動かしながらもミカンを観察していましたが、ミッキーが上手にみえると緊
張していた子どもたちも笑顔になり、ミッキー効果も大成功でした。
当日、実務員として協力いただきました尾張北地区会員並びに組織部員、フェスティバルに参加された会員の
皆様に感謝申し上げます。

今回、「2023健康救急フェス
ティバル」に実務委員として初め
て参加し、“ 血液1滴のぞいてみ
よう！ ”のコーナーを担当しまし
た。子ども達には実際に顕微鏡を
覗いてもらい、血液の中にはどん
な細胞がいて、どのような形や色

をしていて、何をしているかについて説明しました。子ども達からも「血液の
中ってこんな風に見えるんだ～」、「顕微鏡ってすご～い！」など、中には2回も
ブースに来てくれた子もいて、多くの方に臨床検査について興味を持っていた
だくことができました。今回のイベントを通じ、臨床検査技師の職種について
多くの方に知ってもらうことができて良かったです。

愛知県臨床検査技師会　組織部長　和出　弘章

名城病院　戸村　健太郎

春日井市健康救急フェスティバルに参加して

愛臨技HP　求人情報掲載
愛臨技HPに臨床検査技師求人情報の
掲載を始めました。
掲載を希望される会員は、愛臨技HP
会員サイト内「各種手続き」、「求人掲載依
頼」画面にて必要事項を入力、求人票登
録をお願いいたします。
なお、求人掲載は施設会員のみとしま
すが、求人情報は会員以外でも閲覧可能
です。
詳細は愛臨技HPにてご確認ください。

メールアドレス登録と受信設定のお願い
毎月会報『らぼニュース』Web版発行のお知らせを日臨技
会員システムに登録されたアドレス宛にメール配信していま
す。その他、重要な情報提供、お知らせなどもメール配信さ
せていただきます。会員の皆様には登録メールアドレスの確
認と、変更がありましたら日臨技会員専用ページにて変更手
続きをお願いします。また、迷惑メール防止の受信設定をさ
れている方は、下記のメールアドレスからの受信ができるよ
う、設定をお願いします。ご理解とご協力をいただけますよ
うお願い申し上げます。

jamt_pref23@sys.jamt.or.jp

32023.11



地 区 だ よ り

当院は1987年にトヨタ記念病院として現在の地
へ移転し救命救急センター、愛知県がん診療拠点病
院、地域医療支援病院などの診療機能を拡大してき
ましたが、災害への盤石な対応、高齢化の進行など
今後のさらなる地域のニーズに応えるため、2023
年5月に新病院へ移転しました。
当院が大切にしてきた救急医療では、より迅速か
つ適切にハイレベルな医療を提供するためアンギオ
室、内視鏡室、CT/MRI、緊急・輸血検査室を ER
トヨタ（救急外来）の近くの動線の良い位置に配置し
ました。また手術室の増室、さらに血管造影装置や
高機能なCT装置を備えた「ハイブリット手術室」を
新設し、手術体制を強化しました。
がん治療に関しては、手術支援ロボット「ダビン
チ」を増設し、迅速にロボット手術を提供できるよ
うにしました。さらに化学療法センターを増床し、
従来のサイバーナイフ、トゥルービームによる放射
線治療を含めた「がんの3大療法」を充実させました。
搬送専用ロボット（potaro: ポタロ）による薬剤や
医療機器の搬送も当院のトヨタらしい特徴です。看
護師の「患者に寄り添った看護を提供したい」という
想いを実現すべく、当院の母体であるトヨタ自動車
㈱のロボット開発部署と共同でロボットを独自開発
しました。業務カイゼンに関しては、専門職がそれ

ぞれの専門性を発揮できるようにタスクシフ
ト・シェアを進めていきます。
当院の検体検査は隣接する㈱GLDへ委託
していますが、病棟・採血室・緊急輸血検査
室とGLD検査室をつなぐエアーシューター
の独自開発や病棟採血管のロボット搬送な
ど、共同で運用カイゼンを行っています。病
理部門では手術時に外科医と病理医が遠隔で
顕微鏡を供覧できる診断システム導入などの
ハード面の充実が図られました。
最新鋭医療機器や搬送ロボット等のハード

面を拡充させた新棟で、職員が互いに尊重し、チー
ムワーク良く、心のこもった診療を重ねていきたい
と思います。
私がこの秋、楽しみにしているイベントを紹介し
ます。
昨年に引き続き、豊田市では世界ラリー選手権

「FIA	World	Rally	Championship」が11月に開催
されます。スタジアム内でエンジン音を響かせなが
らタイムを競う姿、山村地域の公道で、紅葉が鮮や
かな山々の中を駆け抜ける姿、公道で制限速度を守
り信号待ちをする姿など、世界トップレベルの選手
たちによる技術だけでなく、より身近にモータース
ポーツの魅力を感じることができると思います。豊
田市に「ラリーの秋」を満喫しにぜひお越しくださ
い。

西三河地区
トヨタ記念病院　臨床検査科　高岸　智
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【テーマ】やっぱり大事な耐性菌、
でもやっぱり難しい耐性菌

【日　時】令和5年12月18日㈪～令和6年1月31日㈬
【開催方法】オンデマンド配信
【定　員】200名
【受講料】1,000円（税込）

【申込方法】日臨技HP内 JAMT会員専用ページか
らの事前登録

事務局：
静岡済生会総合病院　臨床検査科	石田　和也
Email：k151394＠ siz.saiseikai.or.jp

令和5年度		日臨技中部圏支部研修会		「臨床微生物部門研修会」開催案内
主催：（一社）日本臨床衛生検査技師会　中部圏支部　担当：静岡県臨床検査技師会

基礎教科：20点
日　　時：11月25日㈯　15：00～17：00
参加方法：日臨技HPから事前登録

11月4日㈯～25日㈯
定　　員：50名
参加費用：なし
場　　所：リップルスクエア　アーバンネット名古屋ビル20F
テ ー マ：検査室の効率化を考える
講　　師：
１．中規模病院の取り組み。

国家公務員共済組合連合会　名城病院　池崎　幸司
２．現状維持でホントにいいですか？

機器更新を機に見直したらこうなった！
社会福祉法人聖霊会　聖霊病院　鈴木　　梢

司　　会：	国家公務員共済組合連合会　名城病院　橋村　正人
内　　容：2024年4月から、いよいよ医師の働き方改革の
新制度が施行されます。それに合わせて現在、タスク・シ
フト／シェアが進められており、検査技師も今後はできる
仕事の幅が増えていくと思われます。しかし、新たな検査
が増えても検査技師の人数は変わらない為、効率化を進め
るのは必須となります。今回二人の講師に各施設での効率
化についてお話をして頂き、その後ディスカッションを行
いたいと思います。管理職の方、今後の検査室を担う若手
の方まで、多くの方のご参加をお待ちしております。また、
事前参加登録なしでの当日参加も認めておりますが、事前
参加登録を推奨しております。

基礎教科：20点（レポート提出した者に限る）
日　　時：12月9日㈯～24日㈰
参加方法：日臨技HPから事前参加登録

11月4日㈯～12月3日㈰
＊視聴方法は後日メールにて配信	

定　　員：なし

参加費用：なし	
レポート締切：12月31日㈰　当日締切
配信方法：オンデマンド配信	
テ ー マ：検査室の効率化を考える
講師・内容：尾張北地区研修会（現地開催）をご参照ください。

基礎教科：20点（レポートを提出した会員に限る）
閲覧期間：12月2日㈯～16日㈯
参加方法：日臨技HPから事前参加登録

11月4日㈯～26日㈰
＊視聴方法は後日メールにて配信

定　　員：なし
参加費用：なし	
レポート締切：12月23日㈯
配信方法：オンデマンド配信
テ ー マ：精度管理の基本と取り組み
講　　師：
１．データの品質・精度確保のための基礎講座

～精度管理の実際～
積水メディカル株式会社　高田真由美

２．認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師の取得に
あたって

公立陶生病院　中川　景介
３．当院における呼吸機能検査の精度管理について

公立陶生病院　斎藤　志保
４．日本超音波検査学会の精度認定施設取得について

藤田医科大学病院　中村　和広
司　　会：公立陶生病院　石原誉志美
内　　容：臨床に「正確で迅速な検査結果のフィードバック」
をすることは臨床検査技師の基本的な役割です。精度管理
は分析機器の管理および技師間差の是正に役立ち検査結果
の質を担保することにつながります。今回の研修会では精
度管理の基本を習得するとともに生理検査、検体検査の精
度管理の実際と認定制度についての体験談を紹介します。
多数のご参加をお待ちしております。

尾張北地区（現地開催）

尾張北地区（オンデマンド配信）

尾張東地区（オンデマンド配信）

地 区 研 修 会

52023.11



専門教科：20点（レポート提出者に限る）
閲覧期間：12月2日㈯～15日㈮
参加方法：日臨技HPから事前参加登録

11月1日㈬～24日㈮
※視聴方法は後日メールにて配信

定　　員：なし
参加費用：なし
レポート：12月28日㈭　締切
配信方法：オンデマンド配信
テ ー マ：肝・胆・膵
講　　師：
１．肝臓・胆のうの基礎	 グッドライフデザイン　小栗　美里
２．膵臓の基礎	 藤田医科大学病院　藤田　裕佳
３．脂質の基礎と動脈硬化性疾患予防ガイドラインについて

積水メディカル株式会社　カスタマーサポートセンター　学術企画グループ
高田真由美

内　　容：本講演会では、肝・胆・膵をテーマに、臓器別で、
解剖、検査、症例についてお話していただきます。また、
脂質についても最新の話題に触れながら基礎から応用まで
お話していただきます。尚、当配信の視聴を希望される賛
助会員、学生の皆様は（aamt-chem@aichi-amt.or.jp）に
直接お申し込みください。後日、視聴方法について連絡致
します。
共　　催：生物試料分析科学会　東海・北陸支部

専門教科：20点
日　　時：12月9日㈯	　15：00～18：00
参加方法：日臨技HPから事前参加登録

11月1日㈬～12月9日㈯
定　　員：60人

参加費用：なし
場　　所：ウインクあいち
テ ー マ：「輸血医療チームのこれからを考える」
講　　師：
情報提供：血漿分画製剤の製造から安定供給に関して

日本血液製剤機構　医療情報担当者
講演１．臨床検査技師による輸血チーム医療への参画

三重大学医学部附属病院　田中　由美
講演２．看護師による輸血チーム医療への参画

藤田医科大学病院　学会認定・臨床輸血看護師　鈴木　優真
特別講演．医師による輸血チーム医療への実践
大阪医科薬科大学病院　日本輸血・細胞治療学会認定医　河野　武弘

司　　会：藤田医科大学　松浦　秀哲
愛知医科大学病院　片井　明子

内　　容：輸血療法は、医師や看護師など多職種が関与する
チーム医療のひとつです。2017年に公表された「輸血チー
ム医療に関する指針」においても、多職種がそれぞれの専
門性を用いて業務を分担し連携・補完し合い、輸血管理及
び実施体制を構築するチーム医療が重要とされています。
また昨今の働き方改革を進める上でもチーム医療の推進は
欠かすことができません。
今回、医師、看護師、検査技師、それぞれの立場から輸
血チーム医療について講演していただきます。ご施設での
運用の参考に、きっと役に立つ内容となっています。多数
のご参加をお待ちしています。
また、事前参加登録なしでの当日参加も可能ですが、事
前参加登録を推奨しております。定員に達した場合は事前
参加登録者を優先させていただくため、参加をお断りする
場合があります。ご了承ください。
共　　催：JB（日本血液製剤機構）

生物化学分析検査研究班

輸血検査研究班（現地開催）

基礎教科：20点
日　　時：令和6年1月28日㈰　14：00～16：00
参加方法：日臨技HPから事前登録

令和5年12月28日㈭～令和6年1月27日㈯
定　　員：100名
参加費用：なし
場　　所：豊橋市民病院（講堂）
講演テーマ：「各病院での医療安全対策」
１．東三河地区の病院で発生したインシデント・アクシデン

ト事例の共有と改善（ワークショップ）
２．「医療の品質と安全を求めて」

講　　師：医療法人豊田会　刈谷豊田総合病院　臨床検査・病理技術科
大嶋　剛史　技師

司　　会：成田記念病院　平松　慶一
内　　容：病院での医療安全は病院全体で取り組むべき大事
な業務です。検査室においても患者さんに対しアクシデン
トやインシデントが発生する事があります。39回続いた
東三河地区研究会ですが、今回の研究会は、検査室から発
生した事例を基に技師たちが議論し、よりよい解決策を考
える体験型研究会を初の試みとして開催します。後半では、
刈谷豊田総合病院　臨床検査・病理技術科部長　大嶋	剛
史	先生に「医療の品質と安全を求めて」を演題に、お話し
ていただきます。皆様もこの研究会に参加し医療安全につ
いて考えていただきたいと思いますので、是非、多くのご
参加をお願い致します。

第 40回東三河地区（現地開催）

講 演 会

地 区 研 究 会
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専門教科：20点
日　　時：	12月2日㈯　15：00～17：00
参加方法：日臨技HPから事前参加登録

11月3日㈮～	12月2日㈯
定　　員：54名
参加費用：なし
場　　所：岩倉市生涯学習センター研修室2
テ ー マ：「体外受精の基礎」
講　　師：
１．Q&A	～素朴な疑問にお答えします／精液検査と人工授

精を中心に～
医療法人　稲垣婦人科　黒川　理菜

２．動画を利用した「体外受精説明会」の試みと体外受精の作
業内容

トヨタ記念病院　芦野　実咲
司　　会：常滑市民病院　明壁　　均
内　　容：講演１では、前回の研究会にて回収した質問と、
精液検査と人工授精を中心にQ&A方式で企画しました。
講演２では、患者説明から体外受精の実際についてご講演
頂きます。多くの方のご参加をお待ちしております。また、
事前参加登録なしでの当日参加も認めますが、事前参加登
録を推奨しております。定員に達した場合は事前参加登録
者優先のため、参加をお断りする場合がありますのでご了
承ください。

専門教科：20点
日　　時：12月16日㈯　15：00～17：00
参加方法：日臨技HPから事前参加登録

11月3日㈮～12月16日㈯
定　　員：60名
参加費用：なし
場　　所：アーバンネット名古屋ビル20F　リップルスクエア
テ ー マ：薄切のアーチファクトを学ぶ
講　　師：
１．「病理医の嫌うアーチファクト」

JA愛知厚生連	安城更生病院　高須　大輔
２．「ベテラン技師に学ぶアーチファクト対策（アンケート調査報告）」

愛知県がんセンター　大島　康裕
３．「ミクロトーム技術者の頭を悩ませるアーチファクト」
（ミクロの世界の目に見え難い原因と対策）

大和光機工業株式会社　中島　永幸
司　　会：西尾市民病院　中村　広基	
内　　容：薄切時のアーチファクトをテーマに、前半は薄切時
の様々なアーチファクトを学び、その対策をベテラン技師か
ら学ぶ講演内容になっています。後半は、メーカーの立場
からミクロトームに起因するアーチファクトの対策をご講演い
ただきます。自施設の運用を見直す良い機会です。皆様の
ご参加をお待ちしています。また、事前参加登録なしでの
当日参加も可能ですが、事前参加登録を推奨しております。
定員に達した場合は、事前参加登録者を優先させていただ
くため、参加をお断りする場合があります。ご了承ください。
なお、新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては
オンデマンド配信に切り替える場合があります。

生殖医学検査研究班 病理細胞検査研究班

研 究 会

専門教科：20点（レポート提出者に限る）
日　　時：12月9日㈯　15：00～18：00
参加方法：日臨技HPから事前参加登録

11月1日㈬～30日㈭
※視聴方法は後日メールにて配信

定　　員：なし
参加費用：なし
レポート：12月15日㈮　締め切り
配信方法：ライブ配信
テ ー マ：「輸血医療チームのこれからを考える」
講師・内容：輸血検査研究班12月講演会（現地開催）をご参
照ください。「現地開催」と「ライブ配信」のお申し込み間違
いには十分ご注意ください。

専門教科：20点
日　　時：12月16日㈯　15：00～17：30

参加方法：日臨技HPから事前参加登録
11月17日㈮～12月16日㈯

定　　員：120名
参加費用：なし
場　　所：JAあいちビル　14階大会議室
テ ー マ：抗菌薬適正使用支援を再考する
講　　師：
１．グラムスキー薬局の取組

－グラム染色は抗不安薬になり得るのか－
グラムスキー薬局　管理薬剤師　瀧藤　重道

２．抗菌薬の適正使用と診断の質向上
－臨床検査技師の重要な役割－

愛知県がんセンター　感染症内科部　医長　伊東　直哉
司　　会：JA愛知厚生連江南厚生病院　河内　　誠
内　　容：今回の講演会では、抗菌薬適正使用支援について
複数の職種からお話を伺います。今、臨床検査技師に求め
られていることを、皆で一緒に考えていきましょう。
開催当日まで事前参加登録可能ですが、定員に達し次第
締め切りとなります。お早目の参加登録にご協力ください。

輸血検査研究班（ライブ配信）

微生物検査研究班
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会員の業績紹介の一つの方法として、らぼニュースにて論文、書籍執筆（分担執筆
を含む）などの紹介掲載を受け付けます。自薦・他薦は問いません。
掲載を希望される方は愛臨技HP【会員サイト】（各種手続き）に申請書、手続き方法
を掲載してありますのでご覧いただき、お申し込みください。

会員執筆物の紹介原稿募集します！

AiCCLS
愛知県臨床検査

標準化協議会

通 信
（第90回）

愛知県臨床検査標準化協議会（Aichi Committee for Clinical 
Laboratory Standardization：AiCCLS）は、愛知県下の医療施設
への臨床検査標準化の啓発活動を軸とした質の高い検査結果の共有
維持を目的として、活動しています。

今回は、新しく発刊された刊行物、リーフレット「凝固検査用検体の
取り扱い～採血・前処置編～」についてご紹介いたします。

採血については各種採血法の採血順と注意点、前処理として凝固
線溶検査の遠心分離条件と遠心力の求め方について、医療従事者な
どに説明する時、表や図を用いてとても見やすくまとめられています
ので、是非ご活用ください。

詳しい内容、購入方法については、愛知県臨床検査技師会 HP の、
臨床検査標準化情報でご覧ください。

（AiCCLS：愛知県臨床検査標準化協議会）

愛臨技HP
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